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金沢・兼六園

　

９
月
15
日
、
日
比

谷
公
会
堂
に
全
国
か

ら
２
千
人
の
仲
間
が

結
集
し
、
全
国
高
齢

者
集
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

真
柄
全
国
退
職
者

連
合
会
長
は
、
政
権

交
代
を
日
本
戦
後
史

の
革
命
的
転
換
点
と

表
現
、
高
齢
者
い
じ

め
・
格
差
社
会
の
克

服
に
期
待
を
込
め
て

鳩
山
政
権
を
支
持

し
、
年
金
等
の
制
度

設
計
見
直
し
や
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度

の
即
時
廃
止
な
ど
を

目
標
と
す
る
考
え
方

を
表
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
木
連
合

会
長
は
、
新
政
権
に

国
民
の
不
安
・
不

信
の
払
し
ょ
く
と
マ

ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
実

現
、
高
齢
者
の
要
求

実
現
に
期
待
す
る
こ

と
、
連
合
と
し
て
、

社
会
保
障
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
・

公
的
保
障
の
強
化
に

全国高齢者集会

法
に
基
づ
く
自
治
・
分
権
の
拡
充
、

核
兵
器
廃
絶
の
実
現
で
す
。

　

続
い
て
、「
年
越
し
派
遣
村
」
村

長
な
ど
格
差
社
会
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
湯
浅
誠
さ
ん
の
「
貧
困

と
格
差
社
会
の
変
革
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

湯
浅
さ
ん
は
、
日
本
の
社
会
を
、

一
度
こ
け
た
ら
と
ど
め
な
く
落
ち

る
「
す
べ
り
台

社
会
」
と
定
義

し
、
誰
も
が
貧

困
に
落
ち
入
る

可
能
性
が
あ
る

こ
と
、
非
正
規

労
働
の
廃
止
や

社
会
保
障
の
充

実
が
必
要
と
力

説
し
ま
し
た
。

　

集
会
の
最
後

に
、
諸
要
求
実

現
と
運
動
前
進

へ
向
け
、「
現
・

退
一
致
」
で
頑

張
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

よ
り
「
労
働
を
中
心
と
し
た
福
祉

型
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
取

り
組
む
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

清
掃
退
職
者
会
か
ら
、
鈴
木
副

会
長
、
庄
司
事
務
局
長
、
小
林
事

務
局
次
長
が
参
加
、
集
会
の
後
、

青
空
の
下
、
旧
都
庁
跡
ま
で
元
気

一
杯
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
９
月
14
日
、
地
公
四
単

産
・
地
公
退
高
齢
者
集
会
が
、
神

田
一
ツ
橋
の
日
本
教
育
会
館
で
開

催
さ
れ
、
戸
枝
会
計
、
戸
張
会
計

監
査
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
の
基
調
は
、
貧
困
と
格
差

の
な
い
社
会
の
実
現
、
安
定
・
安

心
の
年
金
制
度
確
立
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
、

介
護
保
険
制
度
の
充
実
、
憲

法
９
条
と
民
主
教
育
を
守
る

こ
と
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本

「派遣村村長」
湯浅誠さん

デモ行進する
清掃退職者会 全国高齢者集会銀座デモへ向かう自治退
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09全国高齢者集会アピール

2009 年 9 月 15 日
　09 全国高齢者集会は、政権交代を実現し
た興奮も冷め遣らぬ中で、本日、日比谷公
会堂に全国から 2000 名余の仲間が集まり
成功裏に行われました。
　安心、信頼の社会保障制度の確立を求め
て運動を続ける中で、政権交代の必要性を
痛感していました。長い道のりでしたが、
ついに実現しました。国民一人一人の力で
半世紀余続いた自民党中心の政治に終止符
を打ちました。
　国民の生活を第一に考える民主党が中心
となる政権が実現しました。
　55 年体制と云われて以来日本では、政
権は自民党のもの、政治は自民党がやるも
のと思われてきました。そのため、予算の
組み方からその執行、各省庁の仕事の進め
方、政府と地方自治体、内閣と国会の関係
等、政治の全てが自民党の意のままに制度
化、慣行化していました。政権交代が無かっ
た日本の政治の悲劇です。
　新政権の仕事は、旧来の政治手法の総点
検から始まります。今までの行政や政治の
あり方を国民の目線で見直し、良いものは
残し、悪しきは変えていく事から始まりま
す。これには大変な努力と忍耐が必要です
が、これを成し遂げてこそ、新しい財源が
捻出され、新しい政治が始まります。
　新政権は、この政治作業を進めながらマ
ニュフェストを順次実現していくことにな
るでしょう。退職者連合は、新政権のこの
作業に全面的に協力します。
　退職者連合は、新政権のこの作業と、政
策実現の歩みと共に私たちの要求の前進を
はかります。あせらず、着実に前進させま
しょう。
　年金、医療、介護等、社会福祉を大切にし、
充実した社会保障制度のもと、高齢者が安
心して暮らせる日本、若者が未来に希望を
持てる日本、戦争をしない日本、世界平和
に貢献する日本、そんな 21 世紀の日本を
目指し、私たちの運動を前進させましょう。
　中央・地方、現・退一致、共に頑張りましょう。

9・14地公四単産・地公退
高齢者集会宣言

2009 年 9 月 14 日
　猛暑のなかでの厳しい総選挙に勝利し、
念願の政権交代実現で、国民のくらし第一
の政治への具体的な取り組みがスタートし
ました。
　私たちは、これまで地方四単産・地公退
に結集して、平和・人権・民主主義・社会
保障の確立など、多岐にわたる運動を積み
上げてきました。そして、今日ここに、全
国から 700 人の仲間が集い、9・14 高齢
者集会を開催しました。
　長期にわたる自公政権は、世界の平和を
求め、社会保障を充実して安心・安全の社
会のなかで心豊かに生きたいという私たち
の願いに逆行する、厳しい競争と格差・貧
困を生み、社会保障制度を危機的状況にさ
らしています。
　国民皆保険・100 年安心年金への不信、
国民年金保険料納付率 60％という現状、長
引く不況のなかでの多くの労働者の解雇、
税制事情優先の年金・医療・介護等の社会
保障の後退等がつづき、国民の不安や不信
が拡大してきました。
　私たちは、公務員としての誇りと、生活者
としての自信を持って、声を上げながら、雇
用を確保し、継続可能な制度・政策を実行
するよう要求していかなければなりません。
　また、被爆から 65 年を迎えるに当たっ
ての「核兵器廃絶を求める 1000 万署名」
や雇用の冬はこれからというなかでの「雇
用と就労・自立支援カンパ」にも積極的に
取り組み、その成果が見えるようにしてい
くことが重要です。
　地公四単産・地公退に結集する私たちは、
所期の目的を達成するために、更に団結を
強化して「戦争の放棄、軍縮・交戦権の否認」
を謳っている日本国憲法第９条を守り、「生
存権と国の使命」を規定している第 25 条
に基づいて、力強く生きることをここに宣
言します。
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結成６０年・区移管から１０年の節目

盤石な態勢の確立へ向け決意

本部常任執行委員
●中央執行委員長　西川　卓吾（江　東）
●副中央執行委員長　吉 田 　 寿（練　馬）
●副中央執行委員長　纐 纈 　 朗（墨　田）
●書　　　記　　　長　染 　 裕 之（中　野）
●書 記 次 長　桐田　達也（文　京）
●財 政 部 長　大和田功治（渋　谷）
●組 織 部 長　山﨑　英美（世田工）
●共 闘 部 長　松 本 　 稔（品　川）
●賃 金 部 長　野﨑　優三（板橋東）
●現 業 部 長　木 川 　 治（江戸川）
●教 育 宣 伝 部 長　坂本　浩明（玉　川）

東京清掃第78回定期大会

　

東
京
清
掃
は
、
49
年
６
月
の
結
成

か
ら
60
年
、
区
移
管
か
ら
10
年
経
ち
、

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
、
全
電
通
会
館
で
第
78

回
定
期
大
会
を
開
催
、
退
職
者
会
か

ら
来
賓
と
し
て
鈴
木
副
会
長
と
庄
司

事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

経
過
報
告
、
運
動
方
針
、
会
計
予

算
の
審
議
の
中
で
交
わ
さ
れ
た
主
な

議
論
は
、
①
賃
金
闘
争
に
お
け
る
特

区
連
と
の
共
闘
の
確
立
、
②
事
業
執

行
統
一
交
渉
拡
大
の
方
策
、
③
清
掃

工
場
で
進
行
す
る
業
務
委
託
阻
止
の

闘
い
方
、
④
清
掃
工
場
支
部
の
組
織

率
が
52
％
に
な
っ
て
い
る
現
状
を
打

破
す
る
方
策
と
委
託
・
派
遣
労
働
者

と
の
連
帯
の
確
立
、
⑤
各
区
で
進
行

す
る
合
理
化
を
阻
止
す
る
た
め
、
本

部
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
強
化
、
⑥

級
格
付
が
廃
止
さ
れ
る
状
況
下
、
３

組
み
を
進
め
る
た
め
の
基
盤
を
造

り
上
げ
た
い
と
い
う
考
え
方
が
、

改
め
て
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
、
西
川
委
員
長

が
「
地
公
法
適
用
の
単
一
労
組
と

し
て
、
盤
石
な
態
勢
を
つ
く
り
、

厳
し
い
情
勢
を
切
り
開
く
た
め
頑

張
ろ
う
」
と
決
意
を
示
し
、
参
加

者
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
の
大
会
で
、
金
澤

副
委
員
長
、
金
子
副
委
員
長
、
大

島
書
記
長
、
山
崎
財
政
部
長
が
退

任
し
、
新
た
な
三
役
・
常
任
は
別

記
の
と
お
り
、
大
幅
に
若
返
り
ま

し
た
。
本
部
の
こ
れ
か
ら
の
取
組

み
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

級
昇
格
の
道
を
確
保

す
る
方
策
、

⑦
青
年
部
運

動
強
化
の
方

策
、
⑧
財
政

運
営
と
組
合

費
の
関
係
な

ど
で
し
た
。

　

い
ず
れ
も

重
要
で
か
つ

困
難
な
課
題

で
す
。
本
部

か
ら
、本
部
・

支
部
・
地
域

の
連
携
を
密

接
に
し
、
取

大島書記長
（経過報告）

金子副委員長
（運動方針）

金沢副委員長
（退任挨拶）

染新書記長

西川委員長の音頭で
「団結ガンバロウ」

杉並工場岩田代議員はじめ
７名が討論に参加
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清友会親睦旅行
参加は27名
　10 月 2 日現在、27 名
の参加申込みがありまし
た。部屋割り等は、11月
2 日に三役会を開いて決
めたいと考えています。
●集合時間・場所
▽ 11 月 9 日（月）
▽新宿西口・安田生命ビ

ル前
▽８時出発の予定
（集合し次第出発）

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2009 年 10 月

　

国
鉄
労
働
者
１
０
４
７
名
の
闘
い
は
、
正
念
場
を
迎

え
て
い
ま
す
。
解
決
へ
の
道
を
決
定
付
け
る
た
め
、
10

月
25
日
、
木
場
公
園
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
例
年
の
「
亀
戸

中
央
公
園
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
で
、「
団
結
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

国
鉄
闘
争
の
解
決
と
、
貧
困
・
格
差
社
会
の
解
消
、

平
和
と
民
主
主
義
の
実
現
へ
向
け
た
団
結
ま
つ
り
を
主

体
的
に
担
っ
て
き
た
東
京
清
掃
は
、
今
年
も
５
地
連
、

青
年
部
・
女
性
部
が
模
擬
店
を
出
す
予
定
で
す
。

　

退
職
者
会
の
み
な
さ
ん
も
、
是
非
参
加
く
だ
さ
い
。

市
民
と
と
も
に
、
環
境
保
全
・
資
源
循

環
型
清
掃
事
業
の
実
現
と
サ
ー
マ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
の
検
証
を
テ
ー
マ
に
開
催

自治研集会
　

９
月
２
日
、
神
宮
外
苑
の
日
本

青
年
館
で
、
第
50
次
東
京
清
掃
自

治
研
集
会
が
開
催
さ
れ
、
各
級
議

員
35
人
を
含
め
、
市
民
、
下
請
関

連
協
な
ど
137
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
区

民
・
事
業
者
・
行
政
と
と
も
に
予

算
要
求
・
政
策
要
求
を
創
る
運
動

を
通
じ
て
環
境
保
全
・
資
源
循
環

型
清
掃
事
業
を
実
現
し
よ
う
」、
サ

ブ
テ
ー
マ
は
「
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
を
検
証
す
る
」
で
す
。

　

基
調
報
告
の
後
、
北
区
・
品
川

区
の
戸
別
収
集
の
取
組
み
と
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
混
合
焼
却
実
施
後
の

清
掃
工
場
の
実
態
が
報
告
さ
れ
、

市
民
団
体
の
「
23
区
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
懇
談
会
」
か
ら
、
①
サ
ー
マ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
は
環
境
負
荷
の
面
で

問
題
、
23
区
は
容
器
包
装
プ
ラ
の

分
別
回
収
を
早
期
に
実
施
す
べ
き
、

②
23
区
・
清
掃
一
組
・
都
と
三
層

化
し
た
各
自
治
体
の
廃
棄
物
行
政

に
対
す
る
責
任
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
て
い
る
と
の
問
題
提
起
を
受
け

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、収
集
部
門
、工
場
部
門
、

23
区
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
懇
談
会
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
会
場
か
ら
も
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
団
体
は
、
廃
棄
物
行
政
の

転
換
へ
向
け
た
東
京
清
掃
の
取
組

み
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
集
会
は
、

市
民
と
の
連
携
を
強
化
し
、
明
快

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
く

こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

勝ち取ろう国鉄労働者1047 名の解雇撤回！
つくりだそう戦争と貧困のない社会を！ 

10・25 団結まつり

核廃絶1000万人署名
　取組みのご協力ありが
とうございました。
　まだ署名を提出してい
ない方は、至急、本部事
務局へ郵送してください。

団結まつりの案内
■日時　10 月 25 日（日）

10 時～ 15 時
■場所　木場公園イベント

広場（江東区）
※最寄りは、東西線「木場」
または都営新宿線「菊川駅」

昨年の団結まつりフィナーレ


